
1 76 臨床医学各
論

整形外科 第６頸椎脱臼骨折による脊髄損傷患者の初期
にみられるのはどれか。

呼吸停止 痙性麻痺 弛緩性麻痺 交代性麻痺 3

1 77 臨床医学各
論

整形外科 膝半月板損傷でみられるのはどれか。 前方引き出し症状陽性 後方引き出し症状陽性 嵌頓症状 側方動揺性 3

2 73 臨床医学各
論

神経 進行性筋ジストロフィー症について誤っている
記述はどれか。

遺伝性疾患である。 デュシェンヌ型は青年期に発病
する。

骨格筋の萎縮を生じる。 登はん性起立がみられる。 2

2 75 臨床医学各
論

整形外科 頸椎後縦靱帯骨化症が多くみられる部位はど
れか。

Ｃ１ Ｃ３ Ｃ５ Ｃ７ 3

2 77 臨床医学各
論

整形外科 脱臼の症状で誤っているのはどれか。 発赤 疼痛 変形 ばね様固定 1

2 79 臨床医学各
論

整形外科 先天性股関節脱臼について誤っている記述は
どれか。

女児に多い。 開排制限がある。 大腿内側の皮膚溝が非
対称となる。

内反足を伴う。 4

2 80 臨床医学各
論

整形外科 Ｌ５Ｓ１椎間板ヘルニアの所見で誤っているの
はどれか。

ラセーグ徴候陽性 膝蓋腱反射消失 アキレス腱反射消失 腓腹筋筋力低下 2

3 81 臨床医学各
論

整形外科 大腿骨頸部内側骨折について誤っているのは
どれか。

老人に多い。 下肢は外旋位をとる。 骨頭への血行は保たれ
ている。

骨癒合に長時間を要する。 3

3 82 臨床医学各
論

整形外科 骨粗鬆症について誤っているものはどれか。 閉経後の女性に発生しやすい。 海綿骨の骨梁が減少する。 腰背部痛の原因となる。 脊椎圧迫骨折があれば手術を行
う。

4

3 83 臨床医学各
論

整形外科 椎間板ヘルニアについて誤っているのはどれ
か。

脱出した髄核が神経根を圧迫す
る。

Ｌ５－Ｓ１間のヘルニアでは大
腿四頭筋の筋力が低下する。

単純エックス線写真で椎
間腔は狭小化する。

再発を繰り返す患者には手術を
行う。

2

4 83 臨床医学各
論

整形外科 疾患と症状との組合せで正しいのはどれか。 変形性関節症———安静時痛 坐骨神経痛———腱反射亢進 脊柱管狭窄症———間
欠性跛行

胸髄損傷———四肢麻痺 3

4 86 臨床医学各
論

整形外科 骨粗鬆症で正しい記述はどれか。 骨の絶対量が減少する 脊柱は前弯する 血清カルシウムは低下す
る

骨皮質は厚くなる 1

4 87 臨床医学各
論

整形外科 骨折について正しい記述はどれか。 粉砕骨折とは複雑骨折のことであ
る

骨端部骨折では関節の機能障
害を生じやすい

骨折部位を中心に約１５ｃ
ｍの副子を当てる

骨に鋼線を刺入して牽引する方
法を介達牽引法という

2

5 77 臨床医学各
論

整形外科 脊髄損傷の合併症とその処置との組合せで
誤っているのはどれか。

呼吸麻痺———酸素マスク 過高熱———副腎皮質ステロ
イド薬

褥瘡———体位変換 尿閉———導尿 1

5 78 臨床医学各
論

整形外科 第４・５腰椎間椎間板ヘルニアの症状で正しい
のはどれか。

膝蓋腱反射消失 ラセーグ徴候陽性 アキレス腱反射消失 母指底屈力低下 2

5 79 臨床医学各
論

整形外科 骨疾患で血液検査が正常なのはどれか。 脊椎カリエス 脊椎側弯症 上皮小体機能亢進症 多発性骨髄腫 2

6 81 臨床医学各
論

整形外科 外傷性脱臼について正しい記述はどれか。 関節包は破れていない。 ばね様固定を認める。 習慣性脱臼と陳旧性脱
臼は同じである。

整復後痛みがなければ他動運動
を開始する。

2

6 82 臨床医学各
論

整形外科 変形性関節症について誤っている記述はどれ
か。

成人の半数以上にみられる。 膝関節に好発する。 運動開始時の痛みが特
徴的である。

強直を起こしやすい。 4

6 83 臨床医学各
論

整形外科 骨粗鬆症について誤っている記述はどれか。 骨の化学的成分は正常である。 骨の絶対量は減少する。 閉経後に生じるのは高回
転性である。

甲状腺機能亢進症でみられる。 3

7 79 臨床医学各
論

整形外科 胸郭出口症候群の診断に有用なテストはどれ
か。

パトリックテスト ライトテスト ヤーガソンテスト ブラガードテスト 2

7 80 臨床医学各
論

整形外科 スポーツ障害の組合せで誤っているのはどれ
か。

衝突症候群———水泳肩 上腕骨外側上顆炎———テニ
ス肘

使いすぎ症候群———
疲労骨折

絞扼性症候群———野球肘 4

7 81 臨床医学各
論

整形外科 形態異常の組合せで正しいのはどれか。 先天性股関節脱臼———処女歩
行遅延

先天性内反足———Ｘ脚 生理的内反膝———Ｏ
脚

外反母指———間欠性跛行 1

8 62 臨床医学総
論

整形 脱臼直後の処置として適切でないのはどれ
か。

整復 固定 冷却 関節穿刺 4

8 63 臨床医学総
論

整形 骨粗鬆症で骨折しにくい部位はどれか。 脊椎椎体 頭蓋骨 大腿骨頸部 橈骨遠位端 2

8 78 臨床医学各
論

整形外科 変形性関節症でヘバーデン結節のみられる関
節はどれか。

指関節 肩関節 股関節 膝関節 1

8 80 臨床医学各
論

整形外科 第４－５腰椎椎間板ヘルニアについて正しいの
はどれか。

ラセーグテスト陰性 膝蓋腱反射正常 下腿後面部の感覚鈍麻 大腿四頭筋萎縮 2

8 81 臨床医学各
論

整形外科 小児の上腕骨顆上骨折について誤っている記
述はどれか。

肘を伸ばして転倒したときに起こ
る。

筋皮神経が損傷されやすい。 上腕末端部に強い自発
痛が生じる。

フォルクマン拘縮の予防が必要
である。

2

8 84 臨床医学各
論

整形外科 膝関節のスポーツ外傷で誤っている組合せは
どれか。

前十字靱帯損傷———ラックマン
テスト

内側側副靱帯損傷———外反
動揺性

外側側副靱帯損傷——
—引き出し症状

半月板損傷———マクマレーテ
スト

3

8 95 リハビリテー
ション

整形外科 末梢神経損傷におけるリハビリテーションとそ
の目的との組合せで誤っているのはどれか。

関節可動域訓練———拘縮の予
防

自動介助運動———筋の再教
育

装具の装着———変形
の予防

自助具の使用———筋力の強
化

4

9 64 臨床医学総
論

整形 誤っている組合せはどれか。 テニス肘———上腕骨外側上顆炎 野球肘———離断性骨軟骨炎 ジャンパー膝———膝蓋
靱帯炎

平泳ぎ膝———外側側副靱帯
炎

4

9 79 臨床医学各
論

整形外科 先天性股関節脱臼について誤っている記述は
どれか。

女児に多い。 オルトラニー徴候を認める。 大腿内側皮膚溝は非対
称となる。

幼児期には腰椎後弯を認める。 4

9 95 リハビリテー
ション

整形外科 慢性関節リウマチの理学療法で適切でない記
述はどれか。

全身訓練により呼吸運動の維持を
図る。

関節可動域訓練は愛護的に行
う。

筋力維持増強訓練は他
動運動を中心に行う。

疼痛を軽減する目的でホットパッ
クを用いる。

3

9 96 リハビリテー
ション

整形外科 変形性膝関節症について誤っている記述はど
れか。

肥満は悪化要因になる。 進行すると外反変形を生じやす
い。

大腿四頭筋の徒手抵抗
運動を行う。

側方不安定性には装具を用い
る。

2

10 64 臨床医学総
論

整形 腰部脊柱管狭窄症にみられるのはどれか。 間欠跛行 麻痺性跛行 失調性跛行 墜落跛行 1

10 80 臨床医学各
論

整形外科 疾患とその特徴との組合せで正しいのはどれ
か。

原発性骨組鬆症———アルカリ
フォスファターゼ値の異常

骨肉腫———老人に好発 脊椎カリエス———脊柱
の運動制限

股関節脱臼———硬性墜落跛
行

3



10 81 臨床医学各
論

整形外科 二次性変形性関節症の原因とならないのはど
れか。

ペルテス病 先天性股関節脱臼 重症筋無力症 血友病 3

10 82 臨床医学各
論

整形外科 手根管症候群について誤っているのはどれ
か。

正中神経低位麻痺 母指球筋の萎縮 母指の対立運動障害 骨間筋の萎縮 4

10 93 リハビリテー
ション

整形外科 末梢神経麻痺と装具との組合せで適切でない
のはどれか。

正中神経麻痺———短対立副子 尺骨神経麻痺———ナックル
ベンダー

総腓骨神経麻痺———
短下肢装具

脛骨神経麻痺———長下肢装
具

4

11 72 臨床医学各
論

整形外科 疾患と症候との組合せで誤っているのはどれ
か。

脊柱側弯症———肋骨隆起 腰椎椎間板ヘルニア———ラ
セーグ徴候

強直性脊椎炎———亀
背

頸椎脱臼骨折———四肢麻痺 3

11 78 臨床医学各
論

整形外科 外傷性脱臼について正しい記述はどれか。 整復後直ちに運動を開始する。 頻度の高いのは肩関節である。 腫脹が治まってから整復
する。

肘関節脱臼では血管損傷を合
併することが多い。

2

11 91 リハビリテー
ション

整形外科 関節リウマチのリハビリテーションで誤っている
記述はどれか。

運動時痛を伴う間は関節の安静を
保つ。

筋力強化は等尺性運動を基本
とする。

関節可動域訓練は可動
範囲いっぱいに動かす。

疼痛を軽減する目的で温熱療法
を併用する。

1

12 65 臨床医学総
論

整形 原発性骨粗鬆症で誤っている記述はどれか。 閉経後の女性に多い。 椎体の圧迫骨折が多い。 血中カルシウム値は低下
する。

骨の化学的成分は正常である。 3

12 66 臨床医学総
論

整形 敗血症性ショックの初期にみられないのはどれ
か。

四肢末梢の冷感 血圧下降 頻脈 尿量減少 1

12 71 臨床医学各
論

整形外科 高齢者に起こりやすい骨折で誤っているのはど
れか。

上腕骨顆上骨折 橈骨遠位端骨折 腰椎圧迫骨折 大腿骨頸部骨折 1

12 81 臨床医学各
論

整形外科 手根管症候群の原因とならないのはどれか。 妊娠 甲状腺機能亢進症 関節リウマチ 糖尿病 2

12 82 臨床医学各
論

整形外科 腰椎椎間板ヘルニアで正しい記述はどれか。 中年以降の男性に好発する。 坐骨神経痛が頻発する。 第３－４腰椎間で最も多
い。

知覚障害は出現しない。 2

12 96 リハビリテー
ション

整形外科 神経麻痺と装具との組合せで正しいのはどれ
か。

正中神経麻痺———長対立副子 尺骨神経麻痺———コックアッ
プスプリント

大腿神経麻痺———短
下肢装具

総腓骨神経麻痺———ＰＴＢ免
荷装具

1

13 59 臨床医学総
論

整形 発生頻度に著明な性差がみられないのはどれ
か。

先天性股関節脱臼 ペルテス病 特発性側弯症 先天性筋性斜頸 4

13 73 臨床医学各
論

整形外科 １５歳の肥満男子。軽微な外傷後跛行を主訴と
して来院した。最も考えられるのはどれか。

ペルテス病 変形性股関節症 結核性股関節炎 大腿骨頭すべり症 4

13 75 臨床医学各
論

整形外科 下部腰椎椎間板ヘルニアで認めにくい記述は
どれか。

坐骨神経痛を伴う。 ギックリ腰ではじまる。 大腿内側の知覚障害を
認める。

髄核は後側方に脱出する。 3

13 96 リハビリテー
ション

整形外科 大腿骨頸部骨折で手術直後に行わないのはど
れか。

創部へのホットパック 両下肢の関節可動域訓練 ベッド上での体位交換 車いす座位訓練 1

14 73 臨床医学各
論

整形外科 変形性関節症について誤っている記述はどれ
か。

関節の退行性変化である 荷重関節に好発する 運動開始時の痛みが特
徴的である

関節強直を起こしやすい 4

14 74 臨床医学各
論

整形外科 腰部脊柱狭窄症について誤っている記述はど
れか。

腰椎屈曲位で疼痛が軽減する 間欠跛行がある 下肢症状は片側性であ
る

安静時痛は少ない 3

14 94 リハビリテー
ション

整形外科 腰痛患者のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝで誤っているのはど
れか。

膝と股関節を軽く屈曲して寝るよう
に指導する

物を持ち上げる際には中腰姿
勢をとるように指導する

腹筋の筋力増強訓練を
する

股関節のストレッチ体操を指導す
る

2

15 66 臨床医学各
論

整形外科 手根管症候群で誤っている記述はどれか。 関節リウマチが原因となる ティネル徴候が陽性となる ファーレンテストは陽性と
なる

神経伝達速度は正常である 4

15 67 臨床医学各
論

整形外科 骨肉腫について誤っている記述はどれか。 骨原性の悪性腫瘍では最も多い 中年以降の発症が多い 膝周囲の発症が多い 疼痛・腫脹・発赤がみられる 2

15 68 臨床医学各
論

整形外科 頸髄損傷について誤っている記述はどれか。 上位頸髄損傷では呼吸障害がある 下位頸髄損傷では排尿は正常
である

麻痺性イレウスを合併す
る

体温調節の障害がある 2

15 86 リハビリテー
ション

整形外科 関節リウマチ患者の筋力増強法として最も適
切なのはどれか。

等運動性訓練 求心性筋収縮訓練 遠心性筋収縮訓練 等尺性筋収縮訓練 4

16 70 臨床医学各
論

整形外科 ヘバーデン結節について誤っているのはどれ
か。

女性に多い。 近位指節間関節に生じる。 変形性関節症である。 初期には軽度発赤・熱感を伴う。 2 １．正しい。
1:10程度で
女性が多い。

16 71 臨床医学各
論

整形外科 先天性股関節脱臼について誤っている記述は
どれか。

下肢の短縮がみられる。 大腿内側皮膚溝は非対称とな
る。

屈曲外転時にクリック音
が触知される。

幼児期に腰椎後弯を認める。 4 １．正しい。ア
リス徴候とも
いう。

16 72 臨床医学各
論

整形外科 発育期に多いスポーツ障害で適切でないのは
どれか。

離断性骨軟骨炎 腰椎分離症 疲労骨折 内反足 4 １．適切であ
る。少年期の
野球肘は離

16 77 臨床医学各
論

整形外科 次の文で示す症例について、問題77、問題78
の問に答えよ。
「20歳の男性。10日前、バイク事故により頸椎

呼吸障害 血圧の変動 消化性潰瘍 異所性骨化 4 選択枝全て
が頚髄損傷
でみられる

16 78 臨床医学各
論

整形外科 この患者の病態管理で適切でないのはどれ
か。

頚部保護 体温管理 体位変換 持続導尿 4 脊髄損傷の
導尿は持続
導尿ではな

17 65 臨床医学各
論

整形外科 高齢者が起こしやすい骨折はどれか。 鎖骨骨折 上腕骨近位部骨折 上腕骨顆上骨折 上腕骨外顆骨折 2 各論：P133、
175
高齢者が起

17 66 臨床医学各
論

整形外科 脊椎分離症で誤っているのはどれか。 上下関節突起間に起こる。 腰椎下部に好発する。 初期より神経根症状を示
す。

スポーツ選手に多い。 3 各論：P161
脊椎分離症
は神経症状

18 64 臨床医学各
論

整形外科 特発性側弯に関して正しい記述はどれか。 3歳頃までに気付かれることが多
い。

前屈させると背部は水平とな
る。

コブ法は弯曲の程度の計
測法である。

肺機能は低下しないのが特徴で
ある。

3 特発性側彎
の多くは思春
期側彎症で

18 65 臨床医学各
論

整形外科 高齢者に多い骨折として適切でないのはどれ
か。

鎖骨骨折 上腕骨近位部骨折 脊椎圧迫骨折 大腿骨頸部骨折 1 高齢者の骨
折は骨粗しょ
う症によるも

18 66 臨床医学各
論

整形外科 小児期の上腕骨外顆骨折後、成人になって起
こる神経障害はどれか。

腋窩神経麻痺 橈骨神経麻痺 正中神経麻痺 尺骨神経麻痺 4 尺骨神経麻
痺は絞扼性
が多く、小児

19 63 臨床医学各
論

頸部後縦靭帯骨化症について誤っている記述
はどれか。

50歳以上に多い。 原因はカルシウムの過剰摂取
である。

進行性の痙性四肢麻痺
を起こす。

転倒予防のための生活指導を行
う。

2

19 64 臨床医学各
論

肩関節周囲炎について適切でない記述はどれ
か。

70歳代に好発する。 早期に肩関節の可動域制限を
認める。

回旋運動を伴う動作で痛
みが増強する。

ペインフルアークサインがあれば
腱板損傷を疑う。

1

20 64 臨床医学各
論

脊髄分離すべり症について正しい記述はどれ
か。

青少年にはみられない疾患であ
る。

胸腰椎移行部に起こる頻度が
高い。

上関節突起と下関節突
起に病変がみられる。

腰椎後弯が増強する。 3

21 69 臨床医学各
論

Ｌ4－Ｌ5椎間板ヘルニアについて正しい記述
はどれか。

下肢症状は両側性に出現すること
が多い。

好発年齢は60歳代である。 下肢伸展挙上テストは陽
性である。

膝蓋腱反射が減弱する。 3

21 68 臨床医学各
論

疾患と牽引方法との組合せで正しいのはどれ
か。

大腿骨骨幹部骨折　—　直達牽引 腰椎椎間板ヘルニア　—　ス
ピードトラック牽引

大腿骨頸部骨折　—　骨
盤牽引

筋性斜頸　—　頸椎牽引 1

21 76 臨床医学各
論

フローマン徴候が見られるのはどれか。 正中神経麻痺 腋窩神経麻痺 橈骨神経麻痺 尺骨神経麻痺 4



21 81 臨床医学各
論

末梢性顔面神経麻痺でみられる症状はどれ
か。

嗅覚障害 対光反射消失 顔面知覚低下 味覚障害 4

21 82 臨床医学各
論

ギラン・バラー症候群について正しい記述はど
れか。

中枢神経障害である。 対称性の四肢脱力がみられる。 髄液検査で細胞数の増
加を認める。

自然軽快は少ない。 2

23 58 臨床医学各
論

筋萎縮性側索硬化症でみられるのはどれか。 膀胱直腸障害 感覚障害 嚥下障害 眼球運動障害 3

23 62 臨床医学各
論

筋・腱疾患と運動機能検査の組合せで正しい
のはどれか。

胸郭出口症候群　—　ドロップアー
ムサイン

腱板損傷　—　ヤーガソンテスト 進行性筋ジストロフィ一
—　ガワーズサイン

上腕骨外側上顆炎　—　ファレン
テスト

3

23 63 臨床医学各
論

脊椎・脊髄疾患と身体所見の組合せで正しい
のはどれか。

脊髄ショック　—　痙性麻痺 頚椎捻挫　—　バレー・リュー症
状

L3-L4椎間板ヘルニア
—　アキレス腱反射の低
下

腰部脊柱管狭窄症　—　鶏歩 2

23 64 臨床医学各
論

過度の動作と傷害の組合せで正しいのはどれ
か。

腰部前屈　—　腰部脊椎分離症 ジャンプ着地　—　膝蓋靭帯炎 ボールキック　—　膝前
十字靭帯損傷

バットの素振り　—　手の舟状骨
骨折

2

23 65 臨床医学各
論

頚椎症について正しいのはどれか。 脊髄症型では一側の肩甲背部の疼
痛が起こる。

神経根型では深部反射充進が
起こる。

関連痛型では手術療法
が第1選択である。

保存療法では頚椎牽引が有効
である。

4

23 66 臨床医学各
論

骨肉腫の初発症状でよくみられるのはどれか。 発　熱 運動時痛 腫　脹 間欠跛行 2

24 61 臨床医学各
論

変形性関節症のエックス線所見でないのはど
れか。

関節裂隙の狭小化 骨臓の形成 骨嚢胞の形成 骨萎縮
4

24 62 臨床医学各
論

骨粗鬆症の原因でないのはどれか。 クッシング症候群 コルチコステロイドの投与 ビタミンA欠乏 閉経
3

24 63 臨床医学各
論

徒手検査と疾患の組合せで正しいのはどれ
か。

トムゼンテスト—頸肩腕症候群 ライトテスト—肘部管症候群 ファレンテスト—手根管
症候群

ヤーガソンテスト—腱板損傷
3

24 64 臨床医学各
論

装具と疾患の組合せで正しいのはどれか。 ミルウォーキーブレース—側彎症 ボストンブレース—斜頚 デニスブラウン副子—発
育性股関節形成不全（先
天性股関節脱臼）

リーメンビューゲル装具—先天性
内反足 1

24 65 臨床医学各
論

外傷性肩関節脱臼について正しいのはどれ
か。

若年者の初回脱臼は反復性に移行
しやすい。

高齢者では上腕骨大結節骨折
の合併はまれである。

後方脱臼が最も多い。 整復後は可及的早期に可動域
訓練を開始する。 1

25 57 臨床医学各
論

脊柱管狭窄を生じるのはどれか。 黄色靱帯肥厚 前縦靱帯骨化 横突起肥大 棘上靱帯骨化
1

25 58 臨床医学各
論

生後3か月の発育性股関節形成不全の患児で
みられるのはどれか。

アリス徴候 トレンデレンブルグ徴候 ドレーマン徴候 フローマン徴候
1

25 59 臨床医学各
論

骨粗慇症患者に好発する骨折はどれか。 鎖骨骨幹部骨折 橈骨近位部骨折 大腿骨近位部骨折 脛骨遠位部骨折
3

26 55 臨床医学各
論 骨腫瘍で予後が悪いのはどれか。 軟骨肉腫 内軟骨腫 外骨腫 類骨腫 1

26 56 臨床医学各
論

変形性股関節症の原因とならないのはどれ
か。

ペルテス病 単純性股関節炎 外傷性股関節脱臼 大腿骨頭すべり症 2

26 58 臨床医学各
論 頸椎症性神経根症でみられるのはどれか。 握力低下 腱反射亢進 尿閉 病的反射 1

26 59 臨床医学各
論

骨密度が保たれていても骨折を起こしやすい
のはどれか。

糖尿病 高血圧症 脂質異常症 高尿酸血症 1

26 60 臨床医学各
論

スポーツ中に肉ばなれを起こしやすいのはどれ
か。

大殿筋 大腰筋 前脛骨筋 腓腹筋 4

26 72 臨床医学各
論 関節リウマチについて正しいのはどれか。 男性に多い。 関節のこわばりは夕方に多い。

対称性の関節腫脹を認
めることが多い。

遠位指節間関節の腫脹を認める
ことが多い。

3

26 73 臨床医学各
論

股関節の関節可動域の測定について正しいの
はどれか。

外転は側臥位で行う。 内転は坐位で行う。 屈曲は立位で行う。 伸展は腹臥位で行う。 4

27 57 臨床医学各
論

骨粗鬆症における骨折危険因子でないのはど
れか。

運動 喫煙 糖尿病 副腎皮質ステロイド薬
1

27 58 臨床医学各
論

脊髄損傷の機能障害評価法で正しいのはどれ
か。

ブルンストロームステージ バーセルインデックス フランケル分類 ハミルトン評価尺度
3

27 59 臨床医学各
論

脊椎疾患と所見の組合せで正しいのはどれ
か。

頸椎椎間板ヘルニア———間欠破行頸椎後縦靱帯骨化症———膝蓋腱反射の減弱腰椎椎間板ヘルニア———アキレス腱反射の充進腰部脊柱管狭窄症———会陰部のしびれ
4

29 49 臨床医学各
論

生後3か月の女児が乳児健康診査で股関節開
排制限を指摘された。診察で誤っているのはど
れか。

大腿部の皮膚のしわを観察する。 開排位での大転子と坐骨結節
間の距離を診る。

ラックマン徴候を診る。 超音波断層像を診る。
3

29 50 臨床医学各
論

特発性側弯症について正しいのはどれか。 男性に多い。 前屈姿勢で左右の鎖骨の張り
出しの差を診る。

コブ角は脊椎側面エック
ス線写真で測定する。

早期発見には学校健康診断が
重要である。 4

29 51 臨床医学各
論

受傷直後の足関節捻挫に対するRICE処置に
ついて最も適切なのはどれか。

ギプス包帯を行う。 湿布を患部に貼付する。 損傷靱帯部を圧迫する。 患肢は頭より高く上げる。
4

29 52 臨床医学各
論

デュシェンヌ型筋ジストロフィーについて正しい
のはどれか。

女性に多い。 腓腹筋の仮性肥大がみられる。 血清CK値は正常であ
る。

関節拘縮のため踵足になる。
2

29 53 臨床医学各
論

筋萎縮性側索硬化症に特徴的なのはどれか。 膀胱直腸障害 褥瘡 嚥下障害 眼球運動障害
3


